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ラッカーの視座が据えられたのはまさに前の時代の緻密さ，精密さのもたらし
た惨禍への反発を無視できない．

では，ドラッカーは自由をどのように解釈しているのだろうか．彼は言う（2）．
「自由とは責任を伴う選択である．自由とは権利というよりもむしろ義務で

ある．真の自由とはあるものからの自由ではない．それでは特権に過ぎない．
自由とは，何かを行うか行わないかの選択，ある方法で行うか他の方法で行う
かの選択，ある信条を信奉するか逆の信条を信奉するかの選択である．」

言うまでもなくこれは自由の定義というより，理解の道筋を示す補助線のご
ときものに過ぎない．それは，入念かつ精密な検討の結果というよりそれ自体
さらなる解釈の自由を拡大する理念的言明と呼ぶにふさわしい．それはドラッ
カーにあって他の理念にしてもしばしば検討にあたって例示された語彙につい
ても同様であって，多様な叙述方法は精密な概念化よりも，多様化に伴う事後
的啓発を旨としたものとなっている．そこで使用された用語の不統一は場合に
よっては，彼の概念規定の粗雑さに由来する，論理性の欠如としてネガティブ
に捉えられる節がないわけではないが，そのような多様性や多義性，あえて言
えば入
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細な配慮を伴う曖昧さによってしか表現す
ることのできない戦略的意図が存在したことほど，ドラッカー研究にあって見
落とされがちな要因はないように筆者には思われる．

その点を考えるに及び，ドラッカーの中心命題たる自由を検討課題に挙げ，
そのレトリックを見ることでそこに彼がいかなる戦略的意図をもって，自らの
理念を表明したのかを探るのは，決して無意味ではない．それはドラッカーの
思想的出自を雄弁に物語るとともに，ドラッカーの世界観を凝縮的に表現する．

ヨーロッパからアメリカにいたり，自らの視座を確立する上で重要な著作と
される『産業人の未来』で，自由を切り口とした言説はどのような表れ方をし
ているのか．産業社会の分析から企業経営の方法的確立に向かった1940年代
初頭の本書を手がかりに，マネジメントのなかに映し込まれたしたたかな戦略
性をはらむ理念の様態を見ていくことにしたい．

1 自由で機能する社会
1–1  自由の新たな視座
特にドラッカーのマネジメントにかかわる言説が終始挑戦的かつ啓発的な性

格を隠しきれなかったのは，ドラッカー自身が自由の圧殺状況の被害者だった
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Summary

Drucker’s interpretation on the history of society in the West during the last century 
can be summed up in phrases, a serious threat to freedom. By the year of 1930’s, as a 
European, he met a startlingly new and distinct civilization and society, later dubbed 
management. At its core was the world’s �rst industrial society, and with it the new 
styled society was the stirrup, an invention that had originated in his observation 
American enterprise society. Every other old world civilization later accepted the 
disciplines, and the reason these did it was needed to support the best equipped 
professional strategy which originally embedded in managerial ways of thinking, 
which we call the concept of “strategic ambiguity”. This is the start point that we did 
the investigation.

序 �• 自由と戦略的曖昧さ

「ドラッカーが希求したものは『自由』であり，彼が自分自身にもまた他人に
も課そうとした規範は自由だった．そして，彼は現代社会を専門化と統合とい
う組織の原理によってつらぬかれる社会としての産業社会であると把握し，こ
の産業社会において自由が実現する方策としての独自の経営管理論を展開す
る」と三戸公は言う（1）．

ドラッカーの社会批判の方法的原点には，個と社会構造の精神的様式の不整
合があった．その観点から社会分析に踏み込み，やがて中心的命題とも言える
マネジメントの鉱脈を探り当てるにいたった．だが，マネジメント，知識社会
等々の戦後における探索課題の多様化は，つまるところ三戸の指摘する自由社
会の成立可能性というぶれることなき中軸的問題意識の遠心力のもたらした結
果にすぎない．むろんナチズムやマルクス主義の社会にあって，自由社会の窒
息の時代を身をもって過ごした者にとって，そのシャフトをなす批判的視座は
ドラッカー一人のものではなく，20世紀全体に発する時代的要請でもあった．
自由の問題に接する時，その自由概念の抱える戦略的多義性と不明確さにド


